
６ 社会調査ゼミ 

平成 30 年度の新たな取り組みとして「社会調査ゼミ」を実施した。これは、研究所内での研究員に

よる勉強会である。これまで研究所では、無作為抽出標本調査やインタビュー調査を行ってきたが、区

職員の研究員については必ずしも専門知識を十分に学ぶ機会がないこと、人事異動に伴い研究所として

の蓄積を継承することが困難であることが課題となっている。また、社会調査の技術を身につけるだけ

でなく、社会科学の基本的な方法論を理解することが、調査設計から論文執筆までの調査研究の一連の

過程にとって重要である。そこで、社会学を専攻する特別研究員が講師役となり、社会調査の基本的な

考え方や注意点などを講義し、それをもとにディスカッションを行った。（講義資料は、次頁以降に掲

載。） 

まずは研究員のスキルアップを図り、研究所の実施する調査研究のレベルアップにつなげることを目

指している。それだけでなく、庁内における各種調査の精度や信頼性の向上も課題であると認識してお

り、その改善に資する取り組みを考えていきたい。 

講師：金澤良太 特別研究員 

実施日時・内容： 

開催日 テーマ 

12/6 社会調査とは何か 

12/19 社会調査の基本的発想、変数の分類 

1/24 社会調査の発想（その２）：量的調査と質的調査 

1/31 仮説検証の論理 

2/13 社会調査に騙されない／社会調査で騙さない 

2/26 質的調査の方法 
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Cambridge English Dictionary
a formal statement of the rules on which a subject of study 
is based or of ideas that are suggested to explain a fact or 
event or, more generally, an opinion or explanation
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